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◉
研
究
ノ
ー
ト

●�

底
本
・
挿
絵
図
版
は
寛
文
十
一
年
刊
『
宝
蔵
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
。

●�

翻
字
・
注
釈
方
針
は
『
雅
俗
』
第
一
一
・
一
五
・
二
一
の
各
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

●�

本
稿
は
、
九
州
大
学
大
学
院
に
お
け
る
演
習
の
成
果
を
基
と
し
て
い
る
。
今
回

掲
出
分
の
礎
稿
作
成
者
は
以
下
の
通
り
。
括
弧
内
は
句
番
号
。

土
屋
萌
子
（
51
、
87
～
91
）、
平
尾
晃
代
（
52
～
56
、
82
～
86
）、
白
路
（
57

～
61
、
87
～
96
）、
前
川
暁
（
62
～
66
）、
高
木
一
希
（
72
～
76
）、
田
島
智
弘

（
77
～
81
）、
大
牟
田
拓
海
（
97
～
100
）

こ
れ
ら
の
礎
稿
を
も
と
に
、
川
平
が
本
文
・
注
釈
の
全
内
容
を
、
原
資
料
に
あ

た
っ
て
確
認
・
追
補
・
修
正
し
た
。
諸
賢
の
御
教
示
を
乞
い
た
い
。

51　
や
な
ぎ
髪
ふ
き
す
く
風
や
け
づ
り
ぐ
し　
　
形
知 

正
次

〈
作
者
〉	

形
知
氏
。
た
だ
し
『
鶯
笛
』（
寛
文
十
三
年
刊
）
に
は
「
形
和0

氏
／
正

次
」（『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
三
四
七
頁
）
と
あ
る
。

〈
季
語
〉	

や
な
ぎ
髪
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
や
な
ぎ
髪
＝
柳
の
枝
を
女
性
の
髪
に
見
立
て
た
も
の
。「
気
霽
れ
て
は

風
新
柳
の
髪
を
梳
る
」（
都
良
香
、『
和
漢
朗
詠
集
』
春
上
）。　

〇
け
づ
り
ぐ
し

＝
髪
を
梳
か
す
こ
と
。

〈
句
意
〉	

柳
の
枝
を
吹
い
て
梳
く
風
は
、
ま
る
で
髪
を
く
し
け
ず
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

52　
柳
が
み
も
髪
な
り
花
の
か
ほ
も
顔　
　
岡 

成
近

〈
作
者
〉	

岡
氏
。
京
都
住
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

柳
が
み
、
花
の
か
ほ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
柳
が
み
＝
第
51
句
参
照
。　

〇
花
の
か
ほ
＝
美
し
い
女
性
の
顔
の
形
容
。

〈
句
意
〉	

柳
髪
と
い
う
の
も
一
つ
の
髪
、
花
の
顔
と
い
う
の
も
一
つ
の
顔
で
あ
る
。

〈
補
説
〉	「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
な
ど
と
、
柳
と
花
は
対
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。

53　
髪
長
と
や
な
ぎ
も
見
る
や
神
の
に
は　
　
元
長

〈
作
者
〉	

伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

や
な
ぎ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
髪か

み

長な
が

＝
斎
宮
で
僧
侶
の
こ
と
を
い
う
忌
み
詞
（『
延
喜
式
』
巻
五
）。　

〇
神
の
に
は
（
庭
）
＝
神
社
の
境
内
。「
庭－

柳
」（『
類
船
集
』）。

〈
句
意
〉	

神
社
の
境
内
で
は
、
柳
さ
え
も
髪
長
と
い
っ
て
忌
み
嫌
わ
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

〈
補
説
〉	「
髪
」
と
「
神
」
の
同
音
反
復
の
面
白
さ
。

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
箋
註
（
十
二
）　
―
巻
六
・
追
加
発
句
（
51
）
～
（
100
）�

川
平
　
敏
文
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54　
野
々
宮
も
い
ま
ぬ
髪
長
は
や
な
ぎ
か
な　
　
名
古
屋
高
木 

皆
酔

〈
作
者
〉	

第
４
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

や
な
ぎ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
〇
野
々
宮
＝
内
親
王
が
斎
宮
と
な
る
さ
い
に
籠
る
潔
斎
所
。　

〇
髪
長

＝
第
53
句
参
照
。

〈
句
意
〉	

野
々
宮
で
あ
っ
て
も
忌
む
こ
と
の
な
い
髪
長
と
は
、
柳
で
あ
る
な
あ
。

55　
雪
の
松
の
お
も
荷
か
ろ
む
る
春
日
か
な　
　
　
同

〈
作
者
〉	

第
４
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

春
日
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
雪
の
松
＝
雪
の
か
か
っ
た
松
。　

春
日
＝
春
の
日
差
し
。

〈
句
意
〉	

雪
の
か
か
っ
た
松
の
重
荷
を
軽
く
し
て
く
れ
る
、
春
の
日
差
し
で
あ
る
よ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
男
松
に
は
恋
の
重
荷
か
雪
女
」（
一
守
、『
ゆ
め
み
草
』
巻
四
）、

「
雪
を
れ
の
竹
も
つ
つ
た
つ
春
日
哉
」（
休
甫
、
同
・
巻
一
）。

56　
ね
は
ん
ざ
う
お
が
む
は
数
珠
の
御
弟
子
哉　
　
水
谷 
正
保

〈
作
者
〉	

水
谷
氏
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

ね
は
ん
ざ
う
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
ね
は
ん
ざ
う
（
涅
槃
像
）
＝
臨
終
の
床
に
横
た
わ
る
釈
迦
の
姿
を
象
っ

た
像
。
涅
槃
図
に
は
、
釈
迦
の
周
囲
に
た
く
さ
ん
の
弟
子
や
動
物
た
ち
が
描
か

れ
る
。　

〇
数
珠
＝
多
く
の
珠
を
糸
で
貫
い
た
仏
具
。　

〇
弟
子
＝
数
珠
の
親

珠
か
ら
分
岐
し
て
付
け
ら
れ
た
子
珠
を
弟
子
珠
と
い
う
。「
弟
子－

数
珠
」（『
類

船
集
』）。

〈
句
意
〉	

涅
槃
像
を
拝
ん
で
い
る
の
は
、
数
珠
の
弟
子
珠
よ
ろ
し
く
、
御
弟
子
た

ち
な
の
だ
な
あ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
数
と
る
や
弟
子
等
は
数
珠
の
珠
霰
」（
貞
室
、『
玉
海
集
』
巻
四
）。

57　
か
へ
る
に
も
時ジ

正シ
ヤ
ウた
が
へ
ぬ
雁
字
か
な　
　
杉
森 

信
親

〈
作
者
〉	

杉
森
氏
。
近
松
門
左
衛
門
の
曽
祖
父
（『
杉
森
家
系
譜
』）。
た
だ
し
こ
の

頃
存
命
と
は
考
え
難
い
（
大
橋
正
叔
「
研
究
ノ
ー
ト 

近
松
と
三
槐
九
卿
」、『
近

松
研
究
所
紀
要
』
14
、
二
〇
〇
三
年
）。

〈
季
語
〉	

時
正
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
か
へ
る
＝
雁
が
「
帰
る
」
と
、
文
字
が
「
返
る
」
の
掛
詞
。　

〇
時

正
＝
昼
夜
が
正
し
く
半
分
の
意
。
春
分
と
秋
分
が
あ
る
が
、
単
に
時
正
と
だ
け

言
え
ば
春
。
こ
こ
は
字
形
の
意
の
「
字じ

性し
ょ
う」
も
掛
け
る
。

〈
句
意
〉	

北
へ
帰
る
と
き
に
も
時
正
の
日
を
違
え
な
い
雁
の
群
れ
だ
。

〈
補
説
〉	

漢
文
訓
読
に
使
わ
れ
る
返
り
点
の
一
つ
、
レ
点
の
こ
と
を
「
雁

か
り
が
ね点

」
と

も
い
う
。
時
正
を
違
え
ず
帰
る
雁
だ
け
に
、
返
り
点
も
正
し
く
謹
直
に
書
か
れ

る
の
意
。
類
句
「
雁
金
も
文
と
は
み
え
て
字
性
な
し
」（
季
吟
、『
俳
諧
塵
塚
』

巻
上
）。

58　
は
な
を
見
す
て
ど
こ
の
国
に
か
帰
る
雁　
　
読
人
不
知

〈
作
者
〉	

未
詳
。

〈
季
語
〉	

帰
る
雁
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

特
に
な
し
。

〈
句
意
〉	

美
し
く
咲
い
て
い
る
花
を
見
捨
て
て
、
雁
は
い
っ
た
い
ど
こ
の
国
に
帰

る
の
だ
ろ
う
。

〈
補
説
〉	「
春
霞
立
つ
を
見
す
て
て
行
く
雁
は
花
な
き
里
に
住
み
や
な
ら
へ
る
」（
伊
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勢
、『
古
今
集
』
春
上
）
を
踏
ま
え
る
。
類
句
「
花
よ
り
も
団
子
や
あ
り
て
帰

雁
」（
貞
徳
、『
犬
子
集
』
巻
一
・
春
上
）。

59　
よ
む
う
た
も
蛙
は
無
心
所
着
か
な　
　
　
尾
州
榊
原 

風
箔

〈
作
者
〉	
第
３
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

蛙
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
う
た
、
蛙
＝
「
花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
住
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
」（『
古
今
集
』
仮
名
序
）。　

〇
無
心
所
着
＝
歌
論
用
語
で
、
道
理
に
外
れ
る
こ
と
。

〈
句
意
〉	

蛙
も
歌
を
詠
む
が
、
し
か
し
そ
れ
は
無
心
所
着
の
意
味
不
明
な
歌
な
の

で
あ
ろ
う
な
あ
。

60　
口
は
ひ
ろ
く
心
せ
ば
井
の
か
は
づ
か
な　
　
尾
州
曾
我 

心
計

〈
作
者
〉	

第
24
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

か
は
づ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
口
は
ひ
ろ
く
＝
蛙
の
口
の
形
状
と
、
大
口
を
た
た
く
意
を
掛
け
る
。　

○
せ
ば
井
＝
「
狭
い0

」
と
、「
井0

の
中
の
蛙
」
の
掛
詞
。　

〇
井
の
か
は
づ
＝

「
井
の
中
の
蛙
、
大
海
を
知
ら
ず
」（『
毛
吹
草
』
巻
二
）。
狭
い
知
見
し
か
持
っ

て
い
な
い
こ
と
の
喩
え
。

〈
句
意
〉	

大
き
な
口
で
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
心
が
狭
い
の
は
、
ま
さ
に
井

の
中
の
蛙
だ
な
あ
。

61　
よ
む
う
た
に
誰
も
め
で
く
つ
蛙
哉　
　
加
州 

信
貞

〈
作
者
〉	

加
賀
住
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

蛙
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
う
た
、
蛙
＝
第
59
句
参
照
。　

〇
め
で
く
つ
蛙
＝
「
愛め

で
覆0

く
つ
が
える0

」（
大

い
に
賞
嘆
す
る
の
意
。『
大
和
物
語
』
な
ど
に
も
用
例
あ
り
）
と
「
蛙
」
の
掛
詞
。

〈
句
意
〉	

蛙
の
詠
む
歌
に
は
、
誰
し
も
大
い
に
感
嘆
す
る
こ
と
だ
な
あ
。

　
　
　
つ
ば
き
の
花
の
折
句 

62　
つ
れ
ゆ
け
ば
気
も
は
る
ゝ
山
の
春
べ
か
な　
　
水
谷 

正
継

〈
作
者
〉	

第
33
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

春
べ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
折
句
＝
各
句
の
定
位
置
に
文
字
を
詠
み
込
む
技
法
。
こ
こ
は
句
の
首

尾
に
「
つ
ば
き
の
は
な
」
の
六
文
字
が
折
り
込
ま
れ
た
沓
冠
折
句
。　

〇
春
べ

＝
春
の
こ
ろ
。

〈
句
意
〉	

と
も
に
連
れ
立
っ
て
ゆ
け
ば
、
気
も
晴
れ
ば
れ
と
す
る
春
の
山
だ
。

〈
補
説
〉	「
は
る
ゝ
」
と
「
春
」
の
同
音
反
復
。

63　
手
な
く
と
も
花
の
紐
と
け
雨
の
あ
し　
　
野
州
宇
都
宮
家
所 

玄
調

〈
作
者
〉	

家
所
氏
。
宇
都
宮
住
。
伝
未
詳
。『
宝
蔵
』
に
四
句
入
集
。

〈
季
語
〉	

花
の
紐
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

花
の
紐
、
と
け
＝
結
ん
だ
紐
が
解
け
る
こ
と
か
ら
、
花
の
蕾
が
開
く
こ

と
。　

〇
雨
＝
こ
こ
で
は
春
雨
。「
解ト

ク
ル

―
花
の
紐
は
春
雨
に
と
く
る
」（『
類
船

集
』）。「
ふ
し
て
思
ひ
お
き
て
詠
む
る
春
雨
に
花
の
下
紐
い
か
で
と
く
ら
む
」（
よ

み
人
知
ら
ず
、『
新
古
今
集
』
春
上
）。

〈
句
意
〉	
手
が
な
く
と
も
花
の
紐
を
解
い
て
く
れ
、
春
の
雨
脚
よ
。

〈
補
説
〉	「
手
」
と
「
脚
」
の
対
比
。
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64　
は
な
の
紐
と
く
は
君
子
か
は
る
の
風　
　
元
恕

〈
作
者
〉	

第
44
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
の
紐
、
は
る
の
風
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
は
な
の
紐
＝
第
63
句
参
照
。　

〇
と
く
、
君
子
、
風
＝
「
君
子
の
徳
は

風
。
小
人
の
徳
は
草
」（『
論
語
』
顔
淵
篇
）。「
と
く
」
は
「
解
く
」
と
「
徳
」

の
掛
詞
。

〈
句
意
〉	

花
の
紐
を
解
く
の
は
、
君
子
の
徳
を
ふ
く
ん
だ
春
の
風
だ
ろ
う
か
。

65　
い
た
い
け
な
は
な
の
こ
ろ
も
は
木コ

だ
ち
哉　
　
野
州
宇
都
宮
桜
井 

玄
玖

〈
作
者
〉	

第
38
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
の
こ
ろ
も
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
い
た
い
け
＝
か
わ
い
ら
し
い
。　

〇
は
な
の
こ
ろ
も
＝
花
を
、
華
や

か
な
衣
服
に
見
立
て
た
。
〇
木
だ
ち
＝
「
木
立
ち
」
と
「
小
裁
ち
」
の
掛
詞
。

「
小
裁
ち
」
は
、
幼
児
の
着
物
の
裁
ち
方
。

〈
句
意
〉	

春
の
木
立
ち
の
な
か
に
咲
く
、
か
わ
い
ら
し
い
花
の
衣
は
、
小
裁
ち
で

あ
る
な
あ
。

66　
さ
く
こ
ろ
の
日
に
あ
や
か
れ
よ
花
ざ
か
り　
　
江
戸
嶋 

久
隆

〈
作
者
〉	

江
戸
住
。
嶋
氏
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

花
ざ
か
り
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
あ
や
か
る
＝
恵
み
を
受
け
る
。「
永
日
に
あ
や
か
る
梅
の
立
ち
枝
か

な
」 （
徳
元
、『
塵
塚
俳
諧
集
』
巻
下
）、「
春
の
日
に
あ
や
か
る
や
う
き
遅
桜
」 

（
憲
之
、『
続
山
井
』
春
之
発
句
中
）。

〈
句
意
〉	

咲
く
こ
ろ
の
日
脚
の
長
さ
に
あ
や
か
っ
て
お
く
れ
、
盛
り
の
花
よ
。

〈
補
説
〉	

少
し
で
も
長
く
花
の
盛
り
を
見
続
け
た
い
と
い
う
願
望
。

67　
さ
く
は
な
を
み
や
こ
う
つ
し
か
東
山　
　
不
問

〈
作
者
〉	

第
11
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
東
山
＝
花
の
名
所
。「
花－

東
山
」（『
山
之
井
』
巻
一
）。

〈
句
意
〉	

ま
る
で
都
移
し
を
し
た
か
の
よ
う
な
、
東
山
の
花
の
に
ぎ
わ
い
で
あ
る
よ
。

〈
補
説
〉	

本
来
、「
花
の
都
」
は
都
の
美
称
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
東
山
を
文
字
ど
お

り
「
花
の
都
」
と
し
た
。

68　
花
に
目
や
身
に
さ
き
だ
て
る
案
内
者　
　
梅
村 

一
正

〈
作
者
〉	

梅
村
氏
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
花
＝
「
鼻
」
の
意
を
掛
け
る
。「
目
」「
身
」
の
縁
語
。　

〇
案
内
者

＝
「
ア
ン
ナ
イ
シ
ャ　

案
内
人
、
あ
る
い
は
、
あ
る
場
所
の
入
口
や
出
口
を
知
っ

て
い
る
人
」（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』）。

〈
句
意
〉	

鼻
と
目
は
、
花
見
の
と
き
、
私
の
身
に
先
立
つ
案
内
者
の
よ
う
で
あ
る
よ
。

〈
補
説
〉	

似
た
趣
向
の
句
に
、「
匂
ひ
こ
そ
花
咲
山
の
案
内
者
」（
口
遊
、『
軒
端
の

独
活
』
巻
乾
）、「
先
立
や
梅
が
香
を
か
ぐ
は
な
の
春
」（
詠
者
不
明
、『
犬
子
集
』

巻
一
・
春
上
）
な
ど
が
あ
る
。

69　
し
ら
雲
や
は
な
な
き
山
の
恥
か
く
し　
　
杉
森 

信
盛

〈
作
者
〉	

杉
森
氏
。
の
ち
の
浄
瑠
璃
作
者
、
近
松
門
左
衛
門
。

〈
季
語
〉	
は
な
〔
春
〕
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〈
語
釈
〉	

〇
し
ら （
白
） 

雲
＝
し
ば
し
ば
花
に
見
ま
が
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
し

ら
雲
を
枝
に
や
つ
ぎ
木
花
盛
」（
吹
白
、『
崑
山
集
』
巻
二
）。　

〇
恥
か
く
し
＝

恥
を
覆
い
隠
す
も
の
。「
降
る
雪
の
み
の
し
ろ
衣
や
恥
か
く
し
」（
維
舟
、『
時
勢

粧
』
第
三
）。

〈
句
意
〉	
白
雲
は
、
花
が
咲
か
な
い
山
の
恥
隠
し
の
よ
う
な
も
の
だ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
つ
む
雪
や
花
な
き
山
の
恥
か
く
し
」（
頼
広
、『
ゆ
め
み
草
』

巻
四
）。

70　
は
る
の
や
ま
の
も
ら
ひ
笑
か
は
な
の
顔　
　
谷
口 

重
以

〈
作
者
〉	

第
２
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
は
る
の
や
ま
、
笑
＝
宋
の
画
家
郭
熈
の
「
春
山
淡
冶
に
し
て
笑
ふ
が

如
し
」（『
説
郛
』
卷
九
二
上
所
収
『
画
史
』
ほ
か
）
を
踏
ま
え
る
。　

〇
は
な

の
顔
＝
花
を
顔
に
見
立
て
た
も
の
。「
花
笑
み
」（『
山
之
井
』
巻
一
）
と
い
う
言

葉
も
あ
り
、
花
が
美
し
く
咲
く
こ
と
。

〈
句
意
〉	

春
の
山
は
笑
う
と
い
う
が
、
花
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
美
し
く
咲
い
て

い
る
の
は
、
山
か
ら
貰
い
笑
を
し
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

71　
駕
を
ま
た
で
ゆ
く
も
や
君
と
花
の
前　
　
名
古
屋
高
木 

皆
酔

〈
作
者
〉	

第
４
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
駕
を
ま
た
で
ゆ
く
＝
「
君
命
じ
て
召
せ
ば
、
駕
を
俟
た
ず
し
て
行
く
」

（『
論
語
』
郷
党
篇
）
に
よ
る
。

〈
句
意
〉	

駕
籠
を
待
つ
こ
と
も
な
く
行
く
こ
と
だ
。
主
君
と
花
の
前
の
お
召
し
と

あ
ら
ば
。

〈
補
説
〉	

桜
を
「
花
の
前
」
と
い
う
姫
君
の
よ
う
な
名
に
擬
し
て
、
花
見
に
は
や

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
。

72　
氈
も
つ
て
宝
と
し
く
や
花
の
陰　
　
元
恕

〈
作
者
〉	

第
５
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
氈せ

ん

＝
毛
織
の
敷
物
。
中
に
は
「
宝
相
華
文
」
と
呼
ば
れ
る
、
華
麗
な

唐
草
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
花
氈
も
あ
る
。　

〇
花
の
陰
＝
花
の
咲
い
た
桜
の
木

陰
。「
花
の
陰
や
雨
ふ
ら
ぬ
日
も
人
宿
り
」（
四
朋
、『
続
山
井
』
春
之
発
句
中
）。

〈
句
意
〉	

宝
相
華
文
を
あ
し
ら
っ
た
花
氈
を
敷
い
た
つ
も
り
で
、
花
の
陰
に
憩
お

う
か
。

〈
補
説
〉	

実
際
は
粗
末
な
毛
氈
で
あ
る
が
、
桜
の
花
が
舞
い
散
っ
て
花
氈
の
よ
う

に
な
っ
た
、
と
の
見
立
て
か
。

73　
か
ざ
し
て
は
も
ち
ば
な
な
ら
ぬ
花
も
な
し　
　
尾
州
曾
我 

心
計

〈
作
者
〉	

第
24
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
か
ざ
す
、
は
な
（
花
）
＝
「
も
も
し
き
の
大
宮
人
は
い
と
ま
あ
れ
や

桜
か
ざ
し
て
今
日
も
暮
し
つ
」（
山
部
赤
人
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
）。　

〇
も

ち
ば
な
（
餅
花
）
＝
木
の
枝
な
ど
に
餅
を
突
き
通
し
て
花
に
見
立
て
た
、
正
月

の
飾
り
物
。「
持
ち
花
」
の
意
も
掛
け
る
。

〈
句
意
〉	
手
に
持
っ
て
か
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
餅
花
（
持
ち
花
）
で
な
い
花
は
な
い
。
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74　
神
は
い
さ
人
々
は
留
守
花
ざ
か
り　
　
野
州
桜
井 

玄
玖

〈
作
者
〉	

第
31
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
ざ
か
り
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
〇
神
は
い
さ
＝
「
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に

に
ほ
ひ
け
る
」（
紀
貫
之
、『
古
今
集
』
春
上
）
を
踏
ま
え
る
。

〈
句
意
〉	

神
々
は
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
人
々
は
家
を
留
守
に
し
て
し
ま
う
花
盛

り
の
季
節
で
あ
る
。

〈
補
説
〉	

神
々
は
十
月
に
な
る
と
出
雲
に
参
集
す
る
た
め
、
そ
の
地
を
留
守
に
す

る
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
人
は
、
の
意
。

75　
花
山
に
や
こ
ゝ
ろ
の
馬
も
は
な
し
が
ひ　
　
谷
口 

重
以

〈
作
者
〉	

第
２
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
花
山
＝
「
ク
ヮ
サ
ン　

非
常
に
花
の
多
い
山
」（（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』）。　

〇
こ
ゝ
ろ
の
馬
＝
「
心
の
馬
と
は　

さ
は
が
し
き
事
な
り
」（『
和
歌
呉
竹
集
』

巻
七
）。

〈
句
意
〉	

花
の
咲
き
乱
れ
た
山
に
は
、
心
の
馬
も
放
し
飼
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、

我
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
花
野
に
や
心
の
駒
も
は
な
し
が
ひ
」（
道
之
、『
続
山
井
』
秋
之

発
句
中
）。

76　
せ
き
で
ら
の
は
な
や
小
町
が
若
ざ
か
り　
　
堅
田
藤
遠 

教
重

〈
作
者
〉	

第
35
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

せ
き
で
ら
、
は
な
、
小
町
＝
謡
曲
『
関
寺
小
町
』
の
世
界
。
晩
年
、
落

魄
し
て
近
江
国
関
寺
に
住
む
小
野
小
町
が
、「
老
木
の
花
」
に
喩
え
ら
れ
る
。

〈
句
意
〉	

あ
の
関
寺
の
花
で
は
あ
る
が
、
小
野
小
町
の
若
盛
り
の
よ
う
に
美
し
い
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
姥
桜
花
や
小
町
が
わ
か
ざ
か
り
」（
正
重
、『
続
山
井
』
春
之
発

句
中
）。

　
　
　
清
見
が
関
に
て  

77　
き
よ
見
よ
と
い
は
ぬ
ば
か
り
ぞ
花
衣　
　
尾
州
榊
原 

風
箔

〈
作
者
〉	

第
３
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
衣
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
清
見
が
関
＝
駿
河
国
の
関
所
。　

〇
花
衣
＝
花
を
美
し
い
衣
装
に
喩

え
た
も
の
。

〈
句
意
〉	

着
よ
、
見
よ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
、
美
し
い
衣
装
の
よ
う
な
清
見
が
関

の
花
の
姿
だ
。

〈
補
説
〉	「
き
よ
み
（
清
見
）」
の
文
字
を
詠
み
込
む
と
も
に
、「
着
る
」「
衣
」
の

縁
語
で
繋
げ
た
。

　
　
　
千
本
に
て  

78　
は
な
一
木
千
本
の
中
の
な
が
め
か
な　
　
樋
口 

正
房

〈
作
者
〉	

樋
口
氏
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
千
本
＝
京
都
の
地
名
。
千
本
閻
魔
堂
（
引
接
寺
）
の
普
賢
象
桜
が
有
名
。

〈
句
意
〉	

た
っ
た
一
本
で
千
本
の
花
に
匹
敵
す
る
、
普
賢
象
桜
の
眺
め
だ
な
あ
。

〈
補
説
〉	「
千
に
一
つ
」（
千
に
匹
敵
す
る
一
つ
）
と
い
う
慣
用
表
現
を
使
う
。
類



111

句
「
梅
一
木
千
人
の
そ
で
の
に
ほ
ひ
か
な
」（
昌
叱
、『
大
発
句
帳
』
春
部
）。

79　
我
日
々
に
三
つ
な
が
ら
見
ん
雪
月
花　
　
元
恕

〈
作
者
〉	
第
５
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	
花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
我
日
々
に
三
つ
な
が
ら
見
ん
＝
「
曾
子
曰
く
、
吾
れ
、
日ひ

び

三み
つ

な
が
ら

吾
が
身
を
省

か
へ
り
みる

」（『
論
語
』
学
而
篇
。
上
は
元
禄
五
年
和
刻
本
『
四
書
集
註
』
の

訓
読
例
）
を
踏
ま
え
る
。「
日
に
三
た
び
身
を
か
へ
り
み
よ
」（『
毛
吹
草
』
巻
二
）。

〈
句
意
〉	

私
は
日
々
、
心
に
雪
月
花
の
三
つ
を
見
て
、
風
流
心
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。

〈
補
足
〉	「
雪
月
花
」
は
冬
・
秋
・
春
い
ず
れ
の
季
節
に
も
取
り
得
る
の
で
、
季
語

と
し
て
は
弱
い
。「
よ
は
き
物
や
春
の
部
に
と
る
雪
月
花
」（
加
友
、『
山
之
井
』

春
部
）。

80　
は
な
に
来
て
雪
に
き
か
ね
る
友
も
が
な　
　
樋
口 
正
房

〈
作
者
〉	

第
78
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
は
な
、
雪
、
友
＝
「
友－

雪
、
花
」（『
類
船
集
』）。　

〇
雪
に
き
か

ね
る
＝
王
子
猷
が
雪
の
夜
に
戴
安
道
を
尋
ね
た
が
、
明
け
方
に
な
っ
て
月
も
隠

れ
た
と
い
う
の
で
、
会
わ
ず
に
門
前
か
ら
引
き
返
し
た
と
い
う
故
事
（『
蒙
求
』

「
子
猷
尋
戴
」）
に
よ
る
か
。

〈
句
意
〉	

花
の
頃
に
や
っ
て
き
て
、
雪
の
頃
に
は
来
か
ね
る
よ
う
な
風
流
な
友
が

い
れ
ば
い
い
な
あ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
花
に
来
て
雪
に
わ
す
る
ゝ
家
路
か
な
」（『
大
発
句
帳
』
巻
一
）。

81　
花
を
さ
か
せ
又
ち
ら
す
る
は
異
風
か
な　
　
杉
森 

信
義

〈
作
者
〉	

杉
森
氏
。
信
盛
（
近
松
門
左
衛
門
）
の
父
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
異
風
＝
変
わ
っ
た
趣
向
。「
異
風
者
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。

〈
句
意
〉	

花
を
咲
か
せ
る
か
と
思
え
ば
、
散
ら
し
も
す
る
。
春
の
風
と
は
変
わ
り

者
で
あ
る
な
あ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
花
は
さ
か
せ
心
気
は
ち
ら
せ
春
の
風
」（
一
井
、『
崑
山
集
』
巻

二
・
春
部
）。

82　
風
気
さ
ら
ば
花
に
も
く
ま
ん
し
や
う
が
酒　
　
井
狩 

友
静

〈
作
者
〉	

第
８
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
風
気
＝
「
フ
ゥ
キ
（
風
気
）　

ひ
ど
く
熱
の
出
る
、
あ
る
伝
染
性
の
病

気
」（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』）。　

〇
し
や
う
が
酒
＝
生
姜
を
入
れ
て
煮
た
酒
。
生

姜
は
風
邪
や
頭
痛
な
ど
の
体
調
不
良
に
効
く
と
さ
れ
た
（『
食
物
和
歌
本
草
増

補
』
巻
一
「
生
薑
」）。

〈
句
意
〉	

風
気
が
去
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
花
と
も
こ
の
生
姜
酒
を
酌
み
か
わ

し
て
、
風
を
防
ぐ
と
し
よ
う
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
花
ち
ら
す
風
気
は
人
の
病
哉
」（
季
治
、『
ゆ
め
み
草
』
巻
四
）。

83　
は
な
ち
ら
す
風
情
は
あ
ま
り
あ
ら
し
哉　
　
江
州
多
賀 

延
純

〈
作
者
〉	

第
34
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	
は
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
〇
風
情
＝
「
風か

ぜ

」
と
「
風
情
」
の
意
を
掛
け
る
。　

〇
あ
ら
し
＝
「
嵐
」
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と
「
あ
ら
じ
」
の
掛
詞
。

〈
句
意
〉	

花
を
散
ら
す
嵐
は
、
同
じ
風
で
も
、
風
情
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
も
っ

て
い
な
い
の
だ
な
あ
。

84　
く
ろ
い
す
ぢ
な
き
や
老
木
の
は
な
の
瀧　
　
名
古
屋
高
木 

皆
醉

〈
作
者
〉	

第
４
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
な
の
瀧
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
く
ろ
い
す
ぢ
＝
黒
髪
の
比
喩
。「
落
ち
た
ぎ
つ
滝
の
み
な
か
み
年
積
り

老
い
に
け
ら
し
な
黒
き
筋
な
し
」（
壬
生
忠
岑
、『
古
今
集
』
雑
歌
上
）。　

〇
は

な
の
瀧
＝
「
花
の
滝
と
云
は
、
瀧
の
ご
と
く
の
落
花
を
も
、
又
花
の
ち
り
交
て

落
る
滝
を
も
、
又
花
の
中
に
落
る
滝
を
も
申
詞
な
り
」（
慶
安
四
年
版
『
御
傘
』）。

白
色
の
イ
メ
ー
ジ
。「
花
の
瀧
と
見
な
す
や
白
き
糸
桜
」（
雲
宵
、『
続
山
井
』
春

之
発
句
中
）、「
白
糸
を
み
だ
い
た
や
う
な
花
の
滝
」（
不
数
、
同
）
な
ど
。

〈
句
意
〉	

老
木
か
ら
散
り
落
ち
た
花
の
滝
は
、
白
髪
の
よ
う
に
真
っ
白
で
、
黒
い

筋
（
黒
髪
）
が
混
じ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
な
。

85　
風
に
花
し
づ
か
な
ら
で
や
よ
し
野
落　
　
尾
州
榊
原 

風
箔

〈
作
者
〉	

第
３
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
し
づ
か
＝
「
静
寂
」
の
意
と
、
源
義
経
の
妾
「
静
御
前
」
の
意
を
掛

け
る
。　

〇
よ
し
野
＝
桜
の
名
所
。
ま
た
義
経
が
追
手
か
ら
逃
れ
、
静
御
前
と

別
れ
て
身
を
隠
し
た
地
。「
吉
野－

静
」（『
類
船
集
』）。

〈
句
意
〉	

花
が
風
に
吹
か
れ
て
落
ち
る
よ
う
に
、
義
経
は
騒
然
と
す
る
な
か
、
静

御
前
と
別
れ
、
吉
野
の
奥
へ
落
ち
の
び
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〈
補
説
〉	「
春
の
夜
も
静
か
な
ら
で
、
騒
が
し
き
み
吉
野
の
、
山
風
に
散
る
花
ま
で

も
、
追
手
の
声
や
ら
ん
と
、
跡
を
の
み
み
吉
野
の
、
奥
深
く
急
ぐ
山
路
か
な
」

（
謡
曲
『
二
人
静
』）
の
世
界
。

86　
水
の
綾
の
う
き
紋
と
な
る
落
花
か
な　
　
江
州
多
賀 

延
純

〈
作
者
〉	

第
34
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

落
花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
水
の
綾
＝
水
面
を
綾
織
物
に
喩
え
た
も
の
。「
水
の
あ
や
の
し
は
は
り

な
を
す
こ
ほ
り
哉
」（
詠
者
不
明
、『
犬
子
集
』
巻
六
・
冬
部
）。　

〇
う
き
紋
＝

模
様
が
浮
き
出
る
よ
う
に
し
て
織
ら
れ
た
紋
。

〈
句
意
〉	

水
面
に
落
下
し
た
花
び
ら
は
、
ま
る
で
綾
織
物
の
上
に
浮
紋
を
施
し
た

よ
う
だ
。

〈
補
説
〉	

類
句
「
水
鳥
は
浮
紋
な
れ
や
波
の
あ
や
」（
怒
一
、『
犬
子
集
』
巻
六
・

冬
部
）。

87　
花
は
変
化
葉
は
す
ぐ
ば
け
よ
春
の
色　
　
入
江 

相
違

〈
作
者
〉	

入
江
氏
。
伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

花
、
春
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
変
化
＝
「
ヘ
ン
ゲ
（
変
化
）　

他
の
物
の
姿
に
化
け
る
こ
と
」（『
邦
訳

日
葡
辞
書
』）。　

〇
す
ぐ
ば
け
（
直
化
）
＝
遊
女
の
手
管
の
ひ
と
つ
で
、
有
体

に
身
の
上
を
語
る
な
ど
し
て
客
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
（『
色
道
大
鏡
』
巻
一
）。

〈
句
意
〉	

花
は
変へ

ん

化げ

の
者
、
葉
は
直す

ぐ

化ば
け

の
者
の
よ
う
に
、
人
を
惹
き
つ
け
る
こ
と

だ
な
あ
、
春
の
景
色
は
。
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世
つ
ぎ
に
家
を
譲
れ
る
人
の
悦
に  

88　
か
し
こ
き
に
か
し
こ
木
や
つ
ぐ
は
な
の
宿　
　
神
原 

伊
安

〈
作
者
〉	

第
42
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	
は
な
の
宿
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
〇
か
し
こ
き
に
か
し
こ
木
や
つ
ぐ
＝
「
し
な
・
か
た
ち
こ
そ
生
れ
つ
き

た
ら
め
、
心
は
な
ど
か
賢
き
よ
り
賢
き
に
も
移
さ
ば
移
さ
ざ
ら
ん
」（『
徒
然
草
』

第
一
段
）
を
意
識
し
た
表
現
か
。「
か
し
こ
き0

」
は
「
賢
き0

」
と
「
木
」、「
つ

ぐ
」
は
「（
家
を
）
継
ぐ
」
と
「（
木
を
）
接
ぐ
」
の
掛
詞
。

〈
句
意
〉	

接
木
の
よ
う
に
、
賢
き
親
か
ら
賢
き
子
へ
と
受
け
継
が
れ
た
こ
と
だ
な

あ
、
こ
の
花
の
咲
く
家
で
は
。

89　
つ
ら
杖
は
す
が
た
の
花
の
そ
へ
木
か
な　
　
名
古
屋
高
木 

皆
酔

〈
作
者
〉	

第
４
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

す
が
た
の
花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

○
つ
ら
杖
＝
頬
杖
。「
脇
息
に
つ
ら
杖
つ
き
て
数
珠
を
く
り
」（
維
舟
、

『
時
勢
粧
』
第
四
下
）。　

○
す
が
た
の
花
＝
美
人
を
花
に
喩
え
た
表
現
。「
姿
の

花
」（『
毛
吹
草
』
巻
二
「
連
歌
恋
之
詞
」）。

〈
句
意
〉	

美
し
い
顔
を
支
え
て
い
る
頬
杖
は
、
花
を
支
え
て
い
る
添
え
木
の
よ
う

な
も
の
だ
な
あ
。

〈
補
説
〉	

頬
杖
を
つ
い
て
物
を
案
じ
て
い
る
美
女
を
、
桜
に
添
え
木
が
付
け
ら
れ

て
い
る
様
子
に
見
立
て
た
。

90　
し
ゆ
ら
を
や
る
人
や
こ
ゝ
ろ
の
は
な
い
く
さ　
　
石
井 

吉
明

〈
作
者
〉	

石
井
氏
。
伝
未
詳
。『
蘆
花
集
』（
寛
文
五
年
刊
）、『
誹
諧
渡
奉
公
』（
延

宝
四
年
刊
）
な
ど
に
入
集
。

〈
季
語
〉	

こ
ゝ
ろ
の
は
な
、
は
な
い
く
さ
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

○
し
ゆ
ら
（
修
羅
）
を
や
る
＝
嫉
妬
心
を
起
こ
す
こ
と
。「
男
の
徒
な
る

に
よ
り
お
こ
り
た
る
、
り
ん
き
い
さ
か
ひ
の
修
羅
を
た
つ
る
な
り
」（『
醒
睡
笑
』

巻
六
「
悋
気
」）。「
修
羅
」
に
は
闘
争
の
意
も
あ
る
。　

○
は
な
い
く
さ
（
花

軍
）
＝
花
の
枝
で
打
ち
合
う
遊
び
。「
花
軍
や
春
の
血
気
の
夕
嵐
」（
厚
成
、『
ゆ

め
み
草
』
巻
一
）。

〈
句
意
〉	

嫉
妬
を
す
る
人
は
、
心
の
中
で
花
軍
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

〈
補
説
〉	

攻
撃
的
で
は
あ
る
が
恋
慕
の
情
な
の
で
、
艶
や
か
な
花
の
軍
に
喩
え
た
。

「
修
羅
」
と
「
花
軍
」
は
縁
語
。

　
　
　
い
さ
ゝ
か
う
ら
め
る
事
侍
る
友
に
、
さ
か
づ
き
と
ら
せ
て  

91　
こ
ゝ
ろ
こ
そ
た
ね
よ
根
葉
な
き
花
の
友　
　
神
原 

伊
安

〈
作
者
〉	

第
42
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

花
の
友
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

○
こ
ゝ
ろ
、
た
ね
＝
「
や
ま
と
う
た
は
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
言

の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
…
…
男
女
の
中
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も

慰
む
る
は
歌
な
り
」（『
古
今
集
』
仮
名
序
）。　

○
根
葉
＝
遺
恨
。　

○
花
の
友

＝
花
見
の
友
。

〈
句
意
〉	

人
の
心
は
種
に
喩
え
ら
れ
る
が
、
私
の
心
に
は
も
う
根
葉
（
遺
恨
）
は

な
い
。
友
よ
、
花
見
を
楽
し
も
う
。

〈
補
説
〉	「
た
ね
」「
根
葉
」「
花
」
は
縁
語
。『
古
今
集
』
仮
名
序
の
表
現
を
踏
ま

え
、
今
の
自
分
に
は
も
う
諍
い
の
気
持
ち
は
な
く
、
穏
和
そ
の
も
の
だ
と
し
た
。



114

92　
月
花
を
見
に
も
と
む
る
も
君
子
か
な　
　
寿
玄

〈
作
者
〉	

伝
未
詳
。『
埋
草
』（
寛
文
三
年
刊
）、『
続
山
井
』（
寛
文
七
年
刊
）
な
ど

に
入
集
。

〈
季
語
〉	
花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
○
見
＝
「
身
」
と
の
掛
詞
。　

○
も
と
む
る
、
君
子
＝
「
子
曰
く
、
君

子
は
食
飽
か
ん
こ
と
を
求
む
る
こ
と
無
く
、
居
安
か
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
こ
と

無
し
。
…
…
学
を
好
む
と
謂
う
べ
き
の
み
」（『
論
語
』
学
而
篇
）、「
子
曰
く
、

君
子
は
諸
を
己
に
求
む
。
小
人
は
諸
を
人
に
求
む
」（
同
・
衛
霊
公
篇
）
な
ど
を

踏
ま
え
る
か
。

〈
句
意
〉	

月
や
花
を
見
よ
う
と
心
掛
け
る
の
も
、
君
子
と
し
て
身
に
付
け
る
べ
き

素
養
で
あ
る
な
あ
。

93　
花
に
い
や
な
風
は
空
ふ
け
月
の
雲　
　
杉
森
五
郎
助
十
一
歳 

信
秀

〈
作
者
〉	

杉
森
氏
。
伝
未
詳
。
近
松
の
末
弟
五
郎
吉
か
（
森
修
『
近
松
門
左
衛
門
』、

三
一
書
房
、
一
九
五
九
年
、
一
三
頁
）。

〈
季
語
〉	

花
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

○
花
、
風
、
月
、
雲
＝
「
月
に
叢
雲
、
花
に
風
」（『
せ
わ
焼
草
』
巻
二
）。

良
い
こ
と
に
は
邪
魔
が
入
り
や
す
い
と
い
う
喩
え
。

〈
句
意
〉	

花
に
厭
わ
れ
る
風
よ
。
空
に
向
か
っ
て
吹
き
、
つ
い
で
に
月
に
か
か
る

雲
を
払
い
の
け
よ
。

94　
え
も
お
ら
じ
か
ぜ
さ
へ
い
や
な
は
つ
桜　
　
元
恕

〈
作
者
〉	

第
５
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

は
つ
桜
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
え
＝
「
枝
」
と
、
可
能
を
表
す
副
詞
「
え
」
の
掛
詞
。　

〇
は
つ
桜

＝
そ
の
年
初
め
て
咲
い
た
桜
。

〈
句
意
〉	

さ
す
が
に
申
し
訳
な
く
て
、
枝
を
折
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。

風
ま
で
も
が
嫌
が
る
初
桜
で
あ
る
よ
。

95　
さ
く
ら
ば
な
春
苦
は
あ
れ
る
嵐
か
な　
　
津
田 

春
重

〈
作
者
〉	

津
田
氏
。
伝
未
詳
。『
大
海
集
』（
寛
文
十
二
年
刊
）
に
入
集
。

〈
季
語
〉	

さ
く
ら
ば
な
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
さ
く
ら
ば
な
、
春
苦
＝
「
桜
花
春
く
は
は
れ
る
年
だ
に
も
人
の
心
に

あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
」（
伊
勢
、『
古
今
集
』
春
上
）
の
上
の
句
を
も
じ
っ
た
。「
春

苦
」
は
、
春
の
苦
し
み
の
意
。　

〇
嵐
＝
桜
の
大
敵
。「
家
に
鼠
桜
に
は
あ
ら
し

哉
」（
朝
平
、『
続
山
井
』
春
之
発
句
中
）

〈
句
意
〉	

桜
花
に
と
っ
て
春
の
苦
痛
は
、
花
を
吹
き
散
ら
す
荒
々
し
い
嵐
で
あ
る

な
あ
。

96　
糸
ざ
く
ら
な
が
め
こ
と
じ
に
に
か
は
か
な　
　
杉
森 

信
義

〈
作
者
〉	

第
81
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

糸
ざ
く
ら
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
糸
ざ
く
ら
、
こ
と
じ
（
琴
柱
）
＝
「
糸－

桜
、
琴
」（『
類
船
集
』）。

「
こ
と
」
は
「
琴
」
と
「
異
」
の
掛
詞
。　

〇
こ
と
じ
に
に
か
は
（
琴
柱
に
膠
）

＝
融
通
が
利
か
な
い
意
の
諺
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ず
っ
と
こ
の
眺
め
を
と
ど

め
て
お
き
た
い
、
の
意
か
。

〈
句
意
〉	

こ
の
糸
桜
の
眺
め
は
、
琴
柱
に
膠
し
て
と
ど
め
て
お
き
た
い
ほ
ど
素
晴

ら
し
い
。
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97　
風
の
手
を
し
め
あ
げ
て
を
け
糸
ざ
く
ら　
　
入
江 

相
違

〈
作
者
〉	

第
87
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

糸
ざ
く
ら
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	
〇
風
の
手
＝
風
を
擬
人
化
し
た
も
の
。「
く
ぢ
け
よ
な
花
に
風
の
手
雨
の

足
」（
四
朋
、『
続
山
井
』
春
之
発
句
中
）。　

〇
手
を
し
め
あ
げ
＝
「
手
を
し
む

る－

賊
の
縄
」（『
類
船
集
』）。

〈
句
意
〉	

花
を
散
ら
し
て
し
ま
う
、
憎
き
風
の
手
を
捕
縛
し
て
お
い
て
く
れ
、
糸

桜
よ
。

〈
補
説
〉	「
し
め
（
締
め
）」
と
「
糸
」
は
縁
語
。

98　
引
て
き
て
そ
だ
て
ゝ
見
る
や
い
ぬ
桜　
　
江
州
多
賀 

性
映

〈
作
者
〉	

伝
未
詳
。

〈
季
語
〉	

い
ぬ
桜
〔
春
〕

〈
語
釈
〉	

〇
引
き
て
、
い
ぬ
＝
「
引ヒ

ク－

犬
」（『
類
船
集
』）。　

〇
い
ぬ
（
犬
）
桜

＝
桜
に
似
て
い
る
が
花
は
小
さ
く
見
劣
り
す
る
。

〈
句
意
〉	

こ
こ
ま
で
引
い
て
き
て
育
て
て
み
よ
う
か
、
犬
桜
を
。

〈
補
説
〉	「
山
陰
に
痩
せ
さ
ら
ぼ
へ
る
犬
桜
追
ひ
は
な
た
れ
て
引
く
人
も
な
し
」

（（
源
俊
頼
、『
散
木
奇
歌
集
』
春
部
）
を
踏
ま
え
る
。

99　
愛
す
る
や
げ
に
ぼ
ん
な
ふ
の
い
ぬ
ざ
く
ら　
　
同
所
大
岡 

宗
朗

〈
作
者
〉	

第
35
句
に
既
出
。

〈
季
語
〉	

い
ぬ
桜
（
春
）

〈
語
釈
〉	

ぼ
ん
な
ふ
の
い
ぬ
（
煩
悩
の
犬
）
＝
「
煩
悩
の
犬
は
打
て
ど
も
門
を
さ

ら
ず
」（『
世
話
焼
草
』
巻
二
）。
逃
れ
が
た
い
も
の
の
喩
え
。　

〇
い
ぬ
ざ
く
ら

（
犬
桜
）
＝
第
98
句
参
照
。

〈
句
意
〉	

煩
悩
の
犬
と
い
う
が
、
ま
こ
と
に
こ
の
犬
桜
を
愛
す
る
気
持
ち
は
、
逃

れ
が
た
い
も
の
だ
な
あ
。

〈
補
説
〉	

謡
曲
『
通
小
町
』
に
、「
煩
悩
の
犬
と
な
つ
て
、
打
た
る
ゝ
と
離
れ
じ
」

な
ど
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
愛
着
の
強
さ
を
表
現
し
た
。

100　
山
め
ぐ
り
見
る
や
山
又
や
ま
ざ
く
ら　
　
読
人
不
知

〈
作
者
〉	

未
詳
。

〈
季
語
〉	

山
ざ
く
ら
（
春
）

〈
語
釈
〉	

〇
山
め
ぐ
り
、
や
ま
ざ
く
ら
＝
「
春
は
梢
に
咲
く
か
と
、
待
ち
し
花
を

尋
ね
て
山
め
ぐ
り
。
…
…
山
又
山
に
山
め
ぐ
り
。
山
又
山
に
山
め
ぐ
り
し
て
、

行
方
も
知
ら
ず
な
り
に
け
り
」（
謡
曲
『
山
姥
』）。

〈
句
意
〉	

あ
た
か
も
謡
曲
の
「
山
姥
」
の
よ
う
に
、
山
々
を
巡
り
巡
っ
て
、
山
桜

を
見
よ
う
か
。

（
以
下
続
稿
）


